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約 140 基の勇壮な神輿と絢爛豪華な山車の花巻祭       

「もうすぐ、花巻祭だなはん。（もうすぐ、花巻祭だね）おめさんの孫、出はるのっか？（あなた

の孫は参加するのですか？）」という会話も聞こえ始め、今年も花巻の一大イベント「花巻祭」の 

季節がやってまいります。毎年９月の第２土曜日を中日に金、土、日の３日間（今年は９月１２㈮～１４日㈰）に開催さ

れます。花巻祭は花巻開町の祖と言われる「北 松斎」が出陣に際して観音様を祀り戦勝祈願したことが起源といわれ、

北松斎が死去後その追慕もあって命日に行うようになり、明治に一時中止されましたが鳥谷ヶ崎神社の祭礼として復活し

た４００年以上の歴史のある祭りです。夜はアセチレンガスの仄かな灯りに照らされた山車の華麗さや色とりどりの衣装

を着た子供たちの太鼓たたきが愛らしく、約１４０基の神輿の勇壮さに圧倒され、かがり火の中で踊る古来より受け継が

れてきた鹿踊り（ししおどり）は、とても幻想的です。その他、神楽権現舞や花巻ばやし踊り、また地元花巻や県の特産

品などを展示即売する産業まつりなどイベントも盛りだくさん。今年は、風流山車と共に祭りを盛り上げる神輿の運行を

充実させ、中日に１００基を優に超える全神輿が勢ぞろいして一斉にお披露目する場を設ける計画もあります。 

９月の第２金・土・日は「おでんせおでんせおでんせおでんせ（おいで下さい）花巻へ花巻へ花巻へ花巻へ」。 
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菜
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ニ
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等
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ど
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菜
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菜
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菜
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菜
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菜
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菜
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菜
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（
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わ
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。
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懇
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菜
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ｉ
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。
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；
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。
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。
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菜
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